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●毎月１日･11日･21日発行第1125号

　　市　の　人　口

（平成９年２月１日現在）

　65,727世帯（前月比60世帯増）

　186, 833人（前月比169人増）

　92, 128人

　94, 755人

世帯数

人　口

男
女
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第7回

紫
式
部
市
民
文
化
賞
作
品

紫
式
部
文
学
賞
市
民
代
表
推
薦
人

　
全
国
の
女
性
作
家
を
対
象
に
し
た
「
紫
式
部
文
学
賞
」
と

市
民
を
対
象
に
し
た
「
紫
式
部
市
民
文
化
賞
」
も
今
年
で
七

回
目
を
迎
え
ま
す
。
市
で
は
、
第
七
回
「
紫
式
部
市
民
文
化

賞
」
の
作
品
と
「
紫
式
部
文
学
賞
」
の
市
民
代
表
推
薦
人
を

募
集
し
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
作
品
を
書
き
た
め
て
い
た
り
、

歴
史
や
民
俗
な
ど
の
研
究
を
し
た
り
し
て
い
る
人
、
本
を
読

む
の
が
大
好
き
な
人
は
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

言
霊
一
の
力
に
、
夢
の
せ
て

－
「
紫
式
部
市
民
文
化
賞
」
作
品
募
集
－

　
「
紫
式
部
市
民
文
化
｛
と
は
、

宇
治
の
地
域
文
化
を
市
民
自
ら

の
手
で
作
り
上
げ
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
。
市
民
の
手
に

よ
る
文
学
作
品
や
研
究
作
品
を

対
象
に
し
て
お
り
、
市
内
に
在

住
・
在
勤
・
在
学
し
て
い
る
人

な
ら
だ
れ
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

　
募
集
要
項

◆
作
品
の
ジ
ャ
ン
ル
・
：
小
説

▲
第
６
回
「
紫
式
部
文
学
賞
㈲
・
市
民
文
化
賞
白
」
の
受
賞
作
品
。

　
今
年
は
だ
れ
の
ど
ん
な
作
品
が
受
賞
す
る
の
で
し
ょ
う
か

【問い合わせ･応募あて先】

　　文化観光課

〒611　宇治琵琶33

S22-3141 (内線2223)

戯
曲
・
評
論
・
随
筆
・
紀
行
・

童
話
・
詩
歌
句
な
ど
の
文
学
作

品
か
文
学
・
歴
史
・
民
俗
な
ど

の
研
究
作
品
（
詩
歌
句
な
ど
は

2
0
編
程
度
必
要
）

◆
作
品
の
要
件
…
新
作
か
８
年

４
月
１
日
か
ら
９
年
３
月
3
1
日

ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
作
品
で
、

日
本
語
で
書
か
れ
た
も
の

◆
作
品
の
規
格
・
：
①
原
稿
作
品
、

雑
誌
（
と
じ
る
か
製
本
さ
れ
た

も
の
）
か
、
単
行
本
と
し
て
印

刷
さ
れ
た
も
の
　
②
原
稿
作
品

は
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙

（
原
則
と
し
て
Ａ
４
）
　
に
記
入

し
た
も
の
。
ワ
ー
プ
口
原
稿
は

Λ
４
縦
の
紙
に
見
や
す
く
印
字

し
た
も
の
。
縦
書
き
・
横
書
き

い
ず
れ
も
可

◆
応
募
資
格
…
①
応
募
の
時
点

で
宇
治
市
内
に
在
住
か
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
人
か
、
市
内
を

拠
点
に
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
　
②
性
別
、
自
薦
・
他
薦
の

別
は
問
い
ま
せ
ん
　
③
応
募
は

ひ
と
り
（
Ｉ
グ
ル
ー
プ
）
１
点

◆
応
募
方
法
・
：
①
作
品
は
文
化

観
光
課
あ
て
に
郵
送
す
る
か
窓

口
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
　
②

原
稿
作
品
は
題
名
・
氏
名
（
ペ

ン
ネ
ー
ム
の
場
合
は
本
名
も
）

・
住
所
・
生
年
月
日
・
性
別
・

勤
務
先
（
通
学
先
）
を
書
い
た

表
紙
を
つ
け
、
ひ
も
で
と
じ
る
。

原
稿
に
は
通
し
番
号
を
打
っ
て

く
だ
さ
い
　
③
雑
誌
・
単
行
本

の
場
合
は
別
紙
に
②
の
項
目
を

添
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
雑
誌

な
ど
の
場
合
は
応
募
作
品
の
箇

所
に
見
出
し
紙
を
は
っ
て
く
だ

さ
い
　
④
他
薦
に
よ
る
応
募
は
、

推
薦
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

⑤
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

◆
募
集
期
間
…
９
年
４
月
１
日

吻
～
５
月
3
0
日
廊
（
当
日
消
印

募
集

有
効
）

◆
市
民
文
化
賞
選
考
委
員
（
5
0

音
順
・
敬
称
略
）
…
木
股
知
史

（
甲
南
大
学
教
授
）
、
塩
見
啓
子

（
歌
人
）
、
鈴
木
貞
美
（
国
際
日

本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）
、

坪
内
稔
典
（
京
都
教
育
大
学
教

授
）
、
水
川
喜
夫
（
国
文
学
研

究
者
）
、
宮
城
宏
（
甲
南
女
子

大
学
学
長
）
、
山
路
興
造
（
前

京
都
市
歴
史
資
料
館
館
長
）

◆
そ
の
他
…
受
賞
作
品
は
２
点

以
内
。
賞
品
は
正
賞
（
ブ
ロ
ン

ズ
像
）
と
副
賞
3
0
万
円
。
発
表

は
９
年
９
月

あ
な
た
の
手
で

「
紫
式
部
文
学
賞
」
を

－
市
民
代
表
推
薦
募
集
－

】
｀
゛
’
‘
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
【
『
一
ｋ
‘
Ｉ

　
市
で
は
第
七
回
「
紫
式
部
文

学
賞
」
の
候
補
作
品
を
推
薦
し

て
い
た
だ
く
市
民
代
表
の
推
薦

人
を
募
集
し
ま
す
。

　
推
薦
人
の
皆
さ
ん
か
ら
推
薦

さ
れ
た
作
品
は
、
全
国
の
作
家
・

出
版
社
な
ど
か
ら
推
薦
さ
れ
た

作
品
と
と
も
に
文
学
賞
の
選
考

対
象
と
な
り
、
選
考
委
員
に
よ

る
審
査
で
受
賞
作
品
が
決
定
さ

れ
ま
す
。
普
段
の
読
書
の
成
果

を
生
か
し
、
皆
さ
ん
の
意
見
を

文
学
賞
に
反
映
さ
せ
る
機
会
で

す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
募
集
要
項

◆
対
象
・
：
市
内
に
在
住
・
在
勤

よ－Ｊ～~

・
在
学
す
る
1
6
歳
以
上
の
人

◆
定
員
…
1
0
人
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

◆
応
募
方
法
…
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
勤
務
先
（
通
学

先
）
を
記
入
し
、
２
月
2
8
日
吻

（
必
着
）
ま
で
に
文
化
観
光
課

へ
。
◆
そ
の
他
…
①
推
薦
の
対
象
に

な
る
作
品
は
８
年
１
月
１
日
か

ら
1
2
月
3
1
日
ま
で
の
期
間
に
刊

行
さ
れ
た
女
性
作
家
の
作
品
。

推
薦
期
間
は
、
９
年
３
月
３
日

圓
か
ら
３
月
1
9
日
出
ま
で
で
す
。

　
②
市
民
代
表
推
薦
人
と
し
て

候
補
作
品
を
推
薦
し
て
い
た
だ

い
た
人
に
は
記
念
品
を
差
し
上

げ
ま
す
。

第1

4回

宇治川マラソ

ン
２月23日(日)午前10時半から

　　太陽が丘スタート

交
通
規
制
図

　
第
十
四
回
宇
治
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
二
月
二
十

三
日
間
午
前
十
時
半
に
太
陽
が
丘
を
ス
タ
ー
ト
。
今

回
は
、
全
国
二
十
七
都
道
府
県
か
ら
三
千
六
百
十
六

人
が
参
加
し
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
も
、
懸
命
に
駆
け
る
選
手
た
ち
に
温
か
い
声
援

を
お
送
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当
日
は
交
通
規
制
を

行
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

至大久保

　
　
　
　
　
　
会
関
係
者
の
誘
導
に
従
っ
て
く
だ
さ
。
い
。

　
　
　
　
　
★
交
通
規
制
道
路
以
外
の
道
路
も
混
雑
が
予

　
　
　
　
　
　
想
さ
れ
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
体
育
課
（
容
内
線
2
6
2
1
）

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

735
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皿

事業者が電話で勧誘を行うことにより商品等を販売する取引

皿

①事業者が電話をかけて勧誘を行い、その電話の中で

消費者が申し込みをするもの

②電話をいったん切った後、消費者が改めて電話や郵

便で申し込みをするもの

③事業者が詐欺的な方法で消費者に電話を掛けさせて

勧誘したもの

皿

①勧誘行為への規制

●･氏名などの明示等…電話勧誘するときは、初めに業

者名と自分の名前を名乗り、勧誘する商品の種類も告

げなければいけない

●・再勧誘の禁止…契約を断っている人に勧誘を続けた

り、再び勧誘をしてはいけない

②書面交付の義務

　契約内容を記載した書面を、契約申込者に対して速

やかに渡さなければいけない

③禁止行為

　事実でないことをいったり、脅したり不安がらせた

り、困らせたりしてはいけない

④クーリングオフ制度の導入

　消費者は、契約書面を受けとってから８日間は無条

件で契約解除ができる

1997年（平成９年）2月21日発行 （２）
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消費生活
相談室から

新
手
の
悪
質
商
法
に
注
意

736

　訪問販売による消費者トラブルを防ぐために制定された「訪問販売法」が改正され、８

年11月21日から施行されています。同法ではこれまで、訪問販売、通信販売、連鎖販売取

引、ネガティブオプションの４つを規制対象としていましたが、今回の改正では、新たに

「電話勧誘販売」が追加され、また「連鎖販売取引」についても規制を強化しました。

訪問販売法ここがこう変わった

B連鎖販売取引(マルチ商法)の規制強化

　一定額（2万円）以上の加盟料、商品購入などの負担をして販売

員になった人で構成されるピラミッド型の組織を通じて商品の販売

などをする仕組み。自ら勧誘した下位の人の販売額に応じて＝定の

利益を受け取ります。

皿

①禁止行為の対象者を拡大

　事実でないことを言ったり、脅したり不安がらせたり、困らせた

りする行為の禁止が連鎖販売をする人全体に拡大されました

②クーリングオフ期間の延長

　無条件で契約解除できる期間を14日から20日に延長

　　Ａ

組織の統括者

クーリングオフできる期間

14日吋〉20日

≪maa　この改正で訪問販売への規制が拡大され、クーリングオフによる救済制度の範囲・日数も広げら

れました。しかしこの制度はあくまでも事後救済のためのもの。契約するっもりのないときははっきりと

「いりません」といいましょう。

　
「
ま
だ
十
分
使
え
る
が
、

も
う
使
わ
な
く
な
っ
た
」
そ

ん
な
品
物
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
家
庭
で

眠
っ
て
い
る
品
物
を
別
の
家

庭
で
有
効
に
使
っ
て
も
ら
う

た
め
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

家
庭
で
必
要
の
な
く
な
っ
た

電
化
製
品
や
ベ
ビ
ー
用
品
、

家
具
、
レ
ジ
ャ
ー
用
品
な
ど

が
あ
れ
ば
登
録
を
。
ま
た
品

物
を
希
望
す
る
人
も
登
録
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
登
録
・
問
い
合
わ
せ
…
同

セ
ン
タ
ー
（
商
工
課
内
昔
内

線
<
Ｍ
Ｃ
<
I
C
N
1
L
O
）
°

注
文
し
て
い
な
い
代

金
引
き
換
え
の
郵
便

物
に
支
払
い
を
・
：

　
　
　
　
代
金
引
き
換
え
郵

　
Ｑ

便
゛
自
宅
゛
荷
物
が

届
い
た
。
家
族
の
だ
れ
か
が

注
文
し
た
も
の
だ
と
思
い
代

金
を
払
っ
た
が
、
よ
く
調
べ

る
と
だ
れ
も
そ
の
商
品
を
注

文
し
て
は
い
な
い
。
返
金
し

て
欲
し
い
の
で
す
が
。

　
　
　
　
こ
の
よ
う
な
郵
便

　
Ａ

局
ぶ
信
頼
を
逆
手

に
と
っ
た
悪
質
商
法
が
最
近

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
配
達
ざ
れ
た
郵
便

物
は
、
受
け
取
る
前
な
ら
拒

否
で
き
ま
す
が
、
い
っ
た
ん

受
け
取
っ
て
し
ま
う
と
、
た

と
え
注
文
を
し
た
も
の
で
な

く
て
も
郵
便
局
を
通
じ
て
返

品
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

家
族
の
確
認
が
取
れ
な
い
と

き
は
、
郵
便
局
で
保
留
扱
い

に
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
通
信
販
売
な
ど
を
よ

く
利
用
す
る
人
は
、
あ
ら
か

じ
め
受
け
取
る
家
族
に
伝
え

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
質
問
の
ヶ
Ｉ
ス
で
す
が
、

注
文
は
し
て
お
ら
ず
、
支
払

い
は
間
違
い
で
あ
っ
た
と
し

て
送
り
主
と
交
渉
す
る
し
か

方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
よ
く
似
た
商
法
で
、

商
品
を
一
方
的
に
送
り
付
け

て
請
求
書
を
同
封
し
て
く
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
場
合
も
購
入
の
意
思
が

な
け
れ
ば
支
払
い
の
義
務
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
商

品
が
送
ら
れ
た
日
か
ら
十
四

日
間
、
業
者
に
引
き
取
り
の

請
求
を
し
た
と
き
は
そ
の
日

か
ら
七
日
間
は
商
品
を
保
管

し
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
そ
の
期
間
に
業
者
が

引
き
取
り
に
来
な
け
れ
ば
処

分
は
自
由
で
す
。

　
多
様
化
す
る
悪
質
商
法
に

だ
ま
さ
れ
な
い
消
費
者
に
な

り
ま
し
ょ
う
。

くらしの

情報

訪
問
販
売
法
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

8
年
1
1
月
2
1
日

施
行

A電話勧誘販売を新たに規制

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
セ
ン
タ
ー

通
年
開
設

中

な卜ぷこﾓ:IEEi.l:卜:河丿1:i･:?ﾐ;:1:　

禁止行為の

『二百羽雷雲晨|ぷ
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評価替えと地方税法改正案のお知らせ

表
1

式
1

負担調整措置か行われます。

負　担　水　準 負担調整率

　w％超過

60　～　80％

40　～　60％

30　～　40％

20　～　30％

10　～　20％

　＼0%未満

80％まで引き下げ

1.00（据え置き）

　　　1.025

　　　1.05

　　　1.075

　　　1.10

　　　1.15

･a-ln-1レ■;･*－前年度課税標準額y mnro^i
新評価額

◇住宅用地の税負担について

　負担水準が本則課税の80％（゛）以上の土地については

一律に据え置きます。一方、80％未満となる土地につ

いては、負担水準に応じ、次の表２に掲げる負担調整

率を乗じて得た額（前年度課税標準額×負担調整率×

税率1.4％）を限度とするなだらかな負担調整措置が

行われます。

　※「本則課税の80％」とは、「住宅用地に係る課税

標準の特例措置」により、評価額に対し小規模住宅用

地については1／6×0.8×100=13.3％を、一般住宅用

地については　1／3×0.8×100 = 26.7％を意味します。

負　担　水　準 負担調整率

　ioo％超過

80 ～100％

40　～　80％

30　～　40％

20　～　30％

10　～　20％

　10％未満

本則課税となり引き下げ

　　1.00（据え置き）

　　　　　1.025

　　　　　1.05

　　　　　1.075

　　　　　1.10

　　　　　1.15

■&,ia.レ£恰－　　前年度課税標準額　　vmnro^ら
回

負担水準゜新評

U;ﾗ;l;;;

別率×100(％)

　　　　　　　(1／6または1／3)

口著しい地価下落地の臨時的な措置

　このように、負担水準を考慮した課税となりますが、

負担調整の対象になり税負担の増える土地であっても

次の要件を両方満たす場合は、税額を据え置きます。

①その土地の負担水準が全国平均以上であること。

　（商業地等の宅地は45％以上、小規模住宅用地は55％

以上、一般住宅用地はbo％以上）

②その土地の平成８年度の課税標準額に対する９年度

評価額の下落率が全国平均（25％）Hi.上であること。

評価下落率＝
平成８年度評価額一平成９年度評価額

平成８年度評価額

100(％)

□平成10年度・11年度での価格の修正

　地方税法では、固定資産税の評価額は、基準年度

（平成９年度が該当）の価格を３年間据え置くことに

なっていますが、平成10年度・11年度もさらに地価に

関する諸指標から下落傾向が見られる場合には、簡易

な方法により価格に修正を加えることもあります。

§家　屋

　家屋の評価替えは、再建築価格方式という評価方法

で実施します。

　これは、現在ある家屋と全く同じものを評価替えの

年の１月１日時点に新築した場合に必要とされる建築

費を求め、その価格に家屋の経過年数による減点補正

率を乗じて算出するものです。仮に、物価か安定し、

建築資材費や労務費などの建築費用の上昇率が経過年

数による減点補正率を下回るときは、評価額は前年度

より低くなります。逆に、建築費用の上昇率か減点補

正率を上回るときは前年度より高くなりますが、こう

した場合は前年の価格に据え置かれることになります。

　平成９年度の評価替えでは、現行の評価基準（再建

築費評点基準表）に現在の建築物価ﾌ'く準を反映するた

め、全般的に見直されました。

　この改訂された評価基準により再建築価格を求めま

すと、木造でおおむね昭和49年以降建築の家屋、非木

造でおおむね昭和56年以降建築の家屋の多くで前年度

の評価額を下回ることになります。

　なお、家屋はその種類や構造によって減点補正率や

過去の評価替え時の上昇率が異なっているため、同じ

建築年であっても評価額が下がる場合も、据え置きに

なる場合もあります。

§都市計画税

　都市計画税は、道路、公園、下水道などの整備に必

要な費用に充てるため、都市計画区域内にある資産に

課税される目的税です。

　この都市計画税についても固定資産税での措置と同

様の措置が行われます。

固定資産税|

　平成９年度地方税制改正案が国会に提

出され審議されます。この税制改正に伴

ない、来年度の固定資産税の評価替えは

どう変わるのか、そのあらましをお知ら

せします。

平成9年度は固定資産の評価替え

　固定資産税とは、毎年１月１日賦m期日）現在で

土地、家屋、償却資産などの固定資産を所有している

人が、その評価額に応じて、その資産のある市町村に

納める税です。

　固定資産の土地と家屋については、その評価額を３

年ごとに見直します。これを評価替えと言い、９年度

が次の評価替えの年度にあたります。

　平成９年度の評価替えは、土地については、引き続

き地価公示価格の７割の額をめどに評価すること、家

屋については、前回の評価替え以降３年間の建築物価

の変動などを反映させることを基本としています。

§土　地

口最近の地価動向と税負担

　土地の価格には実際に取り引きされる価格のほか、

公的な評価額として　①地価公示価格（国土庁土地鑑

定委員会）　②地価調査価格（都道府県）　③相続税

評価額（国税庁）　④固定資産評価額（市町村）があ

りますが、これら評価額には相当の格差がありました。

　前回平成６年度の評価替えでは、土地について、公

的土地評価の均衡を図るため、固定資産税の評価額を

地価公示価格の７割にあたる額とした結果、それまで

の評価額の数倍に上がりました。しかし、負担調整措

置を行い実際の税額が急激に増えないようにしたため、

課税標準額（税額を計算する基礎になる額）は評価額

に比べ低く押さえられていました。

　この３年間、大都市を中心とした都市部では地価下

落が続いていて、宇治市でも評価額そのものは下がり

ます。自治省の調査では、これまで負担調整措置が行

われてきた影響で、土地の面積の96％程度は、まだ平

成９年度評価替えによる評価額は平成８年度課税標準

額を上回ると予想されています。

　９年度評価額に対しこれまでどんな割合で税負担を

していたのか（9年度評価額に対する平成８年度課税

標準額の割合。「負担水準」といいます）を見ても、

地域や土地によって相当のバラツキがあり、課税の公

平性の観点から問題が生じています。

□平成9年度の税制改正

　土地については、「負担水準の均衡化」を図ること

を基本的な考え方としています。負担水準の低い土地

については、負担水準の割合による負担調整率を決め、

緩やかに負担を増す一方、負担水準の高い土地は税負

担を抑制し、地域間格差、各筆間格差をなくしていこ

うというものです。

　具体的には、商業地の宅地と住宅用地等について次

のような税負担になります。

◇商業地等の宅地の税負担について

　負担水準が80％を超す土地については、負担水準を

80％とした場合の税額まで引き下げ、60％以上8o％以

下の土地については、一律据え置きます。一方、60％

未満の土地については、負担水準に応じ、次の表１に

掲げる負担調整率を乗じて得た額（前年度課税標準額

×負担調整率×税率1.4％）を限度とするなだらかな

固定資産税課税台帳縦

覧期間が変更に

＼＼:平成９年度固定競税の計算例▽

プ『例１ ・負担調整措訂‥　　……

‥‥‥ﾉ』ヽ規模住宅用地155rn　つ　　ー

ニノｊ平成８年度税額22,400円の場合　　　上ｌ

…平成８年度評価額　27即千円尚＼　▽

二　平成８年度課税標準額　1,600千円(Ａ)

∧平成９年度評顛23.528千円(Ｂ)上

………これを左の式２に当てはめると　　　１　　｀　ノ

　■ <B) X‰☆00十＼

上コ上竺ごとしlOO＝4Oﾚ8(％)十

:=しダパノ…ニ3,921千円

………この土地は小規模住宅用地で，左の表２、住宅用地の

………負担調整率表の40～80％にあたり，負担調整率は1.025

ダ‥ですよこれで計算をすると…………

ト1 ,600千円ﾌﾟ(Ａ)しX 1.025×税率1.4％＝22,960円。-

　になりますが100円未満を切り捨てし，平成９年度税

ノ額は22,900円で500円の増となります。1　‥　‥‥‥

ド【例2ダ･著しい地価下落地の臨時的措置】………

ﾉ｀ﾚ……゜⊃商業地宅地304 mプ‥=……………＝１∧∧＝ノ

トトト平成８年度税額834,800円の場合＼……

1………平成８年度評価額170,032千円(Ｃ)　………

……IL，JI平成８年度課税標準額　59.630千円(Ｄ)

二平成９年度評価額109,243千円(Ｅ)

二ﾄﾞﾌﾞこれを左上の式１に当てはめると………:Tユ１

ﾚ]]4経昔和ﾉ:に

ヶﾉ

ｿﾞ……
………

ｺﾚﾚ:]]ﾚﾚ||仁― ≒100=54.5

(%)ｹﾀﾞ:ヤエ

ミよ=,ヅト…………ﾄ………ﾆr109,243千円'犬……………二…う∧……

ﾚくさめ土廂ま商業地め宅地ですので,l左上の表１、商業

卜]地等の宅地の負担調整率表の40~60％に該当し，負担

二ﾚ調整率は1.025ですら]=これで計算すると]……………

寸借姉叩DJ]×1.025X税*1.4％＝855,680円にな

①丿Jまずがご著じい地価=下落地の臨時的な措置に該当

二七叩税額はﾌﾟま年度の額に据え置かれます｡ｼ従って平成

し万う]９年度の税額もﾆ834,800円となります｡｡二万言デし:………

☆※①負担水準54.5％〒全国平均45％以上に該当　ｊ………

||ﾚ]師彩往半伴

し

yﾉｹﾞ

ﾕ

牛:|=:]]白=,づ:=;1=1ﾆy]==:35.7％壮国平均25％以上に該当1………JJ=1::
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福祉

■オストメイト(人工こう門・人

　エぼうこう造設者)の集い

　E〉とき…２月22日出、午後１時

～４時[＞ところ…田辺町福祉会館

[＞内容…社会復帰のための訓練と

講習、相談会t＞参加費…無料　回

福祉総務課(a内線2305)。

■神明学区福祉バザー

　[＞とき…３月２日(日)、午後１時

― 3時[＞ところ…神明小学校　回

社会福祉協議会022-5650)。

■車いす介助方法講習会

　レとき…３月10日(月)、午後１時

半～４時[〉ところ…総合福祉会館

[〉内容…車いすの操作方法や介助

方法について[＞対象…ボランティ

ア活動に関わっている人、関心の

ある人t＞参加費…無料[＞定員…先

着20人　[i]3月７日圈までに社会

福祉協議会(S22-5650･FAX22-5654)。

■身体障害者等日常生活用

　具給付品目の追加

　重度身体障害者に対する日常生

活用具の給ｲ引こ新たに下記品目が

追加されました。[＞品目・対象・

限度額…①移動用リフト…下肢・

宇　1台　一市｀1攻

体幹障害者２級以上の人、15万90

00円　②歩行支援用具(住宅内の

手すり、スロープ)…平衝・下肢・

体幹障害で家庭内の移動に介助が

必要な人、６万円　③電磁調理器

…18歳以上で重度の精神薄弱者、

４万5400円　回福祉総務課(s内

線2305)。

■戦傷病者乗車券類引換証

　の交付

　９年度分の交付請求を受け付け

ています。戦傷病者手帳を持ち引

換証の交付を希望する人は、同手

帳(身体障害者手帳を持っている

人はそれも併せて)と印鑑を持っ

て福祉総務課(容内線2303)へ。

・宇治共同作業所まつり

　C＞とき…３月２日(日)、午前10時

～午後３時E〉内容‥･ステージ、模

擬店、手作り製品販売、ミニバザ

ーなど圃同所(登32-2024)。

公民館

■木幡公民館

　圃同館(登32-8290)。

　　くオトウサン・オカアサンの勉

強室〉[＞とき・テーマ…下表のと

おり。午前10時～正午[〉対象…市

の
受
け
付
け
期
間
は
、

従
来
の
一
日
間
の
み
の

受
け
付
け
か
ら
、
利
用

日
の
前
月
の
一
日
か
ら

七
日
ま
で
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
月
間
調
整
日
時

（
希
望
日
時
が
重
な
る

場
合
に
当
事
者
間
で
調

整
し
ま
す
の
で
、
必
ず

申
し
込
み
者
の
出
席
が

必
要
で
す
）
は
下
表
の

と
お
り
に
な
り
ま
す
。

◆
調
整
会
議
後
の
受
け

付
け
は
、
調
整
会
議
後

の
火
曜
日
か
ら
先
着
順

と
な
り
ま
す
。
従
来
の

仮
受
け
付
け
は
行
い
ま

施　　　設　　　名 月間調整日時 4月分の場合

黄鯖公園野球場 第３日曜午前10時

3/16く日）

西宇治公園多目的運動広場 第３日曜午前11時

東山公園テニスコート 第３日曜午前11時

黄　桑　体　　育　　館 第３日曜午後１時

黄壁ふれあい公園運動場 第３日曜午後１時

.黄堅公園テニスコート【土･日･祝】 第3日曜午後2時

黄堅公園ﾃﾆｽｺｰﾄ【平日(月～金)】
第３日曜の翌月曜

午前10時
3/17(月)

-

余
回
目
目
引
｛
訓
｛
Ｉ
余
諾
Ｉ
屈

折
飲
訟
Ｉ
Ｕ
Ｕ
‥
～
知
宍
奥
ｊ
Ｓ
『
’
～
祭
私
記

バイク・軽自動車の

廃車申請は3月中に

　
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
の
税
金

は
毎
年
、
４
月
１
日
現
在
の
所

有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
他
人

へ
の
譲
渡
や
廃
車
、
盗
難
な
ど

で
現
在
所
有
し
て
い
な
い
場
合

は
、
３
月
中
に
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。
手
続
き
が
済
ん
で
い

な
い
と
、
９
年
度
も
課
税
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

取
得
し
た
時
も
す
ぐ
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。
期
限
間
近
に
な

る
と
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す

の
で
、
手
続
き
は
お
早
め
に
。

　
バ
イ
ク
（
1
2
5
∝
以
下
）
の
手

続
き
は
市
民
税
課
（
昔
内
線
２

１
２
０
）
へ
。
手
続
き
に
は
次

の
も
の
が
必
要
で
す
。

▼
廃
車
・
譲
渡
・
転
出
し
た
場

合
…
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
と
印

鑑
　
　
　

｀

▼
新
規
取
得
・
譲
受
・
転
入
し

た
場
合
・
：
販
売
確
認
書
ま
た
は

再
登
録
用
廃
車
証
明
書
、
印
鑑

　
な
お
、
軽
自
動
車
の
手
続
き

は
軽
自
動
早
協
会
（
登
０
７
５
・

６
９
１
一
6
5
1
6
）
χ
1
2
5
ｔ

を
越
え
る
バ
イ
ク
の
手
続
き
は

京
都
陸
運
支
局
（
宍
一
〇
７
５
・

６
８
１
一
Ｏ
Ｊ
Ｃ
―
C
O
t
-
ｈ
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
宇
治
市
の
公
園
施
設
の
申
し

込
み
日
時
が
四
月
分
の
予
約
受

け
付
け
分
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

　
月
間
調
整
国
書
（
申
込
書
）

せ
ん
（
４
月
分
は
３
月
1
8
日
㈲

か
ら
で
す
）
。
申
し
込
み
、
問

い
合
わ
せ
は
黄
柴
体
育
館
（
登

3
3
゜
4
0
0
1
）
Ｏ

だ　よ

内在住の幼児を持つ親E〉参加費…

無料C〉定員…先着30人。 ２歳以上

の幼児保育（おやつ代１回100円

必要）あり。

3／3

　(月)

こどもの成長と家庭の役割

市教委指導主事松田キョ子さん

3/7

　倒

育児不安をのりこえよう

　花園大学教授浜田寿美男さん

3/11

　㈹

社会の変化とこれからの子育て

　京都文教短大教授清水佐保子さん

　くお米を使ったシングルの料理

講習会〉t＞とき…２月25日(火)、午

前10時～午後２時E＞対象…一人暮

らしの市民C〉参加費…無料C＞定員

…先着25人。

■小倉公民館

　回同It (022-4687)。

　　く歴史講座｢橋と道の歴史一交

通路の変遷と宇治｣〉[＞とき･内容…

下表のとおり。午前10時～正午[〉

参加費…無料[＞定員…先着50人。

3/6

　㈲

宇治橋と小倉橋

市歴史資料館職員小嶋正亮さん

3/12

　哨

宇治をめぐるﾈﾂﾄﾜｰｸｰ古代から現代まで一

　　佛教大学講B5磯永和貴さん

3/19

　團

三十E船の旅と風景一淀川から宇治川ヘー

　　佛教大学講師琉永和貴さん

催　し

■植物公園の講習会

　圃同園(a45-0099)へ。材料費

と別に入園料が必要。

　〈春蘭の作り方〉春蘭の育て方

の講習、植え付け実習をします。

レとき…３月９日(日)、午後１時半

～３時半C〉材料費…2000円[〉定員

…先着30人。

　〈コニファーの寄せ植え〉コニ

ファーと春の草花で寄せ植えを作

申
し
込
み
日
時
が
変
わ
り
ま
す

公
園
施
設

り 1997年（平成９年）２月21日発行

ります。【〉とき…３月23日(日)、午

後１時半～３時半[〉材料費…3000

円[〉定員…先着30人。申し込みは

２月23日(日)から。

　　くパンジーのハンギングバスケッ

ト作り〉春らしい壁掛けバスケッ

トを作ります。>とき…３月30日

(日)、午後１時半～３時半[＞材料費

…2500円E〉定員…先着30人。申し

込みは２月28日出から。

■難病個別相談(こう原病)

　[〉とき…３月４日(火)、午後１時

～３時C〉ところ…宇治保健所μ対

象…こう原病患者かその家族t＞費

用…無料　112月28日出までに宇

治保健所昔21-2191)。

■城南地域職業訓練センター

　圃同センター(2S46-0688)。

　　〈ワープロ初級ワードW3.1版〉

[〉とき…３月22日～4月26日の土

曜、午前９時半～正午。６回[＞受

講料…9000円。

　　〈ワープロ初級ワードW95版〉

[＞とき…３月23日～４月27日の日

曜、午後１時～３時半。６回[＞受

講料…9000円。

　　〈ワープロ初級一太郎W95版〉

レとき…3月26日～4月12日の水曜

午後６時半～9時と土曜午前９時

半～正午。　６回[＞受講料…9000円。

　　くパソコン表計算初級エクセル

W3.1版〉[＞とき…３月23日～４

月27日の日曜午前９時半～正午の

コースか午後１時～３時半のコー

ス。６回[＞受講料…9000円。

　　〈パソコンWindows95〉[＞とき…

3月23日～4月27日の日曜午前9時

半～正午。6回[〉受講料…9000円。

■グルメ教室｢寿司づくり｣

（４）

　サバ寿司、巻き寿司を作ります。

[＞とき…３月12日(水)、午後１時半

～４時レところ…生涯学習センター

C〉対象…市内在住か在勤で18歳以

上の人卜材料費…2000円C＞定員…

抽選で24人　圃往復はがきに｢グ

ルメ教室受講希望｣、住所、氏名、

年齢、電話番号を書き、２月27日

困までに生涯学習センター(宇治

琵琶45-14)へ　囲同センター(Q

22-0220)。

■市民特別講座｢保護者の

　皆さん、大丈夫ですね？｣

　E＞とき・内容…下表のとおり。

午後10時～正午[＞ところ…生涯学

習センタベ＞参加費…無料　回生

涯学習センター022-0220)。
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　輿

青少年の放課後の生活実態

　　宇治少年院院長山田章さん

3/14

　吻

青少年の性に関する基礎・基本

　　京都大学講師今村要道さん

3/26

　困

青少年の豊かな心をはぐくむ家族のあり方

　　龍谷大学講師上嶋洋一さん

募　集

■｢宇治茶DE料理｣コンクール

　お茶のふるさと宇治にふさわし

いお茶を使った創作料理を募集し

ます。t＞応募方法…お茶を使った

料理(和･洋･中を問いません)の

レシピ(B 5判用紙に料理名、４

人分の材料・分量、調理法、盛り

付け方法を書いたもの)に、住所、

氏名、年齢、職業、電話番号を書

き、３月１日～31日に市観光協会

(宇治塔川２、a23-3334)へ。応

募は一人３点まで[＞賞金…最優秀

賞１点= 10万円、優秀賞２点＝３

万円、入賞５点＝1万円。

　
市
で
は
、
病
気
や
事
故
な
ど

の
後
遺
症
の
た
め
日
常
生
活
に

支
障
の
あ
る
人
を
対
象
に
「
地

域
リ
ハ
ビ
リ
教
室
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
病
気
や

障
害
の
た
め
に
家
に
閉
じ
こ
も

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
身
近
な

場
所
で
心
と
体
の
リ
ハ
ビ
リ
を

し
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
。

今
年
は
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
協
力
を
得
て
約
九
十
人
が
教

室
に
参
加
し
、
前
向
き
で
生
き

生
き
と
し
た
生
活
を
送
る
た
め

に
リ
ハ
ビ
リ
に
励
ん
で
い
ま
す
。

あ
な
た
も
教
室
に
入
っ
て
心
と

体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
ま
せ

ん
か
。

ト
２
月
６
日
俐
、
開
地
域
福
祉
セ

　
ン
タ
ー
で
の
リ
ハ
ビ
リ
教
室

　
市
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん

に
野
菜
や
花
作
り
を
楽
し
み
な

が
ら
健
康
を
保
ち
、
交
流
を
深

め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に

老
人
園
芸
ひ
ろ
ば
を
開
設
。
六

十
歳
以
上
の
人
に
無
料
で
お
貸

し
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
芝
ノ
東
、
宇
治
大

谷
、
大
久
保
の
各
園
芸
ひ
ろ
ば

の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
人
「
年
四
月
一
日

現
在
、
杢
（
十
歳
以
上
で
宇
治

市
に
住
民
登
録
か
外
国
人
登
録

が
あ
り
、
ほ
か
の
老
人
園
芸
ひ

ろ
ぱ
を
利
用
又
は
申
し
込
み
し

て
い
な
い
人

▼
募
集
地
と
区
画
数
…
○
芝
ノ

東
（
五
ケ
庄
芝
ノ
東
4
8
－
３
）

＝
9
2
区
画
○
宇
治
大
谷
（
宇

治
大
谷
3
1
）
＝
1
4
9
区
画
ｏ
大

久
保
（
大
久
保
町
大
竹
1
0
－
１
）

＝
1
2
8
区
画

▼
区
画
の
広
さ
…
1
0
平
方
メ
ー

ト
ル
、
１
世
帯
１
区
画

▼
利
用
期
間
…
９
年
４
月
１
日

Ａ
Ｈ
年
３
月
1
5
日

老
人
園
芸
ひ
ろ
ば

利
用
者
を
募
集

▼
申
し
込
み
・
：
本
人
が
印
鑑
を

持
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
の
と

こ
ろ
に
（
郵
送
不
可
）
。

○
２
月
2
4
日
卯
＝
旦
椋
公
会
堂

○
２
月
2
5
日
向
＝
城
南
荘
集
会

所
　
○
２
月
2
6
日
㈲
＝
広
芝
集

会
所
（
い
ず
れ
も
時
間
は
午
前

９
時
半
Å

○
市
役
所
長
寿
社
会
対
策
課
＝

２
月
2
7
日
團
・
2
8
日
吻
・
３
月

３
日
囲
、
午
前
９
時
～
午
後
４

時
半

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

詳
し
く
は
長
寿
社
会
対
策
課

（
昔
内
線
2
3
4
5
）
へ
。

▼
対
象
者
・
：
4
0
歳
以
上
で
日
常

生
活
に
支
障
の
あ
る
身
体
的
な

障
害
を
持
つ
人

▼
内
容
・
：
医
師
の
診
察
、
理
学

療
法
士
ま
た
は
作
業
療
法
士
に

よ
る
個
別
リ
ハ
ビ
リ
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
た
集

団
リ
ハ
ビ
リ
を
月
２
～
４
日
程

度
実
施
（
無
料
・
送
迎
あ
り
）

▼
場
所
…
木
幡
・
開
・
西
小
倉

（
７
月
か
ら
）
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
広
野
公
民
館
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
、
東
宇
治
コ
ミ
ュ

　
こ
の
教
室
に
参
加
し
、
障
害

者
の
人
と
触
れ
合
う
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
自

分
の
で
き
る
範
囲
で
、
楽
し
み

な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
経
験

で
き
る
機
会
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
福
祉
に
関
心
の
あ
る

人
、
困
っ
て
い
る
人
の
た
め
に

少
し
で
も
役
立
ち
た
い
と
思
っ

て
い
る
人
、
地
域
リ
ハ
ビ
リ
教

室
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

年
齢
・
性
別
・
資
格
な
ど
は
問

い
ま
せ
ん
。
申
し
込
み
は
同
課

へ
。

9年

度

ね
た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め
に

ニ
チ
イ
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
・
：
２
月
2
8
日
胞
ま

で
に
健
康
医
療
課
（
容
内
線
2

3
3
2
）
へ
。
受
け
付
け
後
、

訪
問
か
電
話
で
障
害
の
状
態
や

介
護
者
の
状
況
な
ど
を
お
聞
き

し
、
選
考
し
ま
す
。
ま
た
、
宇

治
明
星
園
・
志
津
川
五
和
の
園

老
人
保
健
施
設
・
平
成
老
人
保

健
施
設
で
も
機
能
訓
練
を
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
を
。
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